
徳
泉
川
内
郷
三
ツ
石
七
百
九
十

二
月
十
七

戸

と

な

る

ブ
ラ
ジ
ル
同
マ
ラ
ニ

オ

ン

州

ロ

八

寄

畑
凶

畝

十

四

歩

日

大

村

市

中

一
②
給
与
は
県
の
給
与
規
定
の
基
準

ザ
リ
才
州
民
地
移
住
者

(白

者

一

-

②

瀞
陸
郷
六
郎
卒
九
百
一一一
十
一一一番

央
公
民
舘
で
一

足

一

に

よ

る

山
)
を
募
集
し
て
い
ま
す

¥
1一
市
税
制
納
に
よ
り
、
君

主

国
二
畝
二
十
二
歩

畜
産
経
営
共

一

炭
鉱
離
職
↓弱

気

と
し
て
本
年
正

覇

市

一
二
月
二
十
四
日
ま
で

申
し
込
れ
は
こ
月
三
十

一
日
ま一

財
産
を
つ
ぎ
の
と
お
り
、
公
売
に

一③
徳
泉
川
内
郷
上
中
山
干
百
十
二

励
会
長
崎
県

一二
月
か
ら
発
足
し
ま
し
た
北
松
江一

(選
巧
日
未
定
)

で
、
く
わ
し
い
こ
と
は
民

話

ヘ

一村
し
ま
ず
か
ら
、
買
受
希
望
者
は

一

番
の
二
十

五

原
野
七
反
四

畝

大

会

話

か

一迎
職
業
訓
携
で
は
つ
ぎ
の
と
お
一

!
i
i
j
i

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い。

一当
日
定
刻
ま
で
に
、
印
鑑
持
参
の一

五
歩

れ、

つ
ぎ
の

一り
指
導
員

を

ま
し
て
い
ま
す
の
で
求

人

案

内

…

i
ll
l
i-
-
1一上
ご
参
集
く
だ
さ
い
。

一実

場
郷
清
水
川
四
百
九
十
六

番

二

名
が
県
代

一で、

希
望
者
は
躍

芝

持
っ
て
一

l
i
i
i
i
j
l

一心
日
時

三
月
三
十
日
午
後
二
時一

畑

長
二
十
七
歩

表

に
決
定
し

一急
い
で
安
定
所
へ
申
し
込
ん
で
く一

(

陸

前

年
令
求
人
数

事

バ
J
l引
N
I
l
--
ペ
バ
Jj
u

.

一ム
公
売
境
所

市

役
所
税
務
課

一審

木
郷
鮎
帰
り
九
百
四
十
九
審

三
月
十
七、

一
だ
さ
い。

一
業
所

給
与

募
集
期
限
の
順
)

被

東

金

昔

話

比

を

切

書

え

一ム
公
売
方
法

一
般
競
争
入
札

一

の

一

回

三
畝
十

五

歩

十

八

日
宮
崎
一ム
自
動
車
整
備

工

若
者

一

ム

建

設

関

係

(
県
外
)

与を

i
RR〕}」
一
二

日

々

1
2
F

一
ム
公
売
保
証
金

見
積

舗

の
百
一
@大
村
市
五
百
三
十
六
番
の
一
一

市
で
閃
か
れ
た
九
州
大
会
に
出
場一
資
格

H
ω
高
等
学
校
お
よ

び

昭

一

言
船
乗
組
員
H
男
十

三

一十

h
il
il
i-
-
i
i
ii
l
J
j

一

分
の
十

一

家

屋

署
岡
市
四
百
十
七
番
の
一

し
ま
し
た
。

一
等
学
校
令
に
よ
る
実
業
学
校
に
一

一一一
才

孟

(株
)
伊
藤
組

岳

民

寂

つ

む

う

包

鈎

£

ピ

を

室

、

，

b
b

一ム
代
金
納
付
間

四
月
六
日

一

七

木

出
瓦
茸
芸

袋

一

棟
一指
導
員
H
久
保
勝
真

(竹
松
郷
)

一

お
い
て
応
募
職
種
に
関
す
る
学
一
日
給
凶
百
よ
ハ
百
円

四

月
未

明
間

3
E
?
T
K
4よ
悶
Y
E
C
を
石
カ
Uー
を

一
午
後
」一
時

一

建

二
十
坪
五
合
一

勺

一対
象
農
家
H
谷
野
泉
(鈴
田
陰
卒
)
一

利
を
修
め
た
者
で、

そ
の
後
七
一
日

(

一
ム
農
地
の
公
売
に
つ
い
て
は
、
県
一①
武
部
郷
二
百
四
十
一
番
の
十

六

一

(

農
林
課

)

一

年

以
上
の
実
務
経
験
年
数
を
有

一土

1
1
1
f
1
1
11
九
多
数

[

現
在
使
用
中
の
被
保
険
者
証
は

一て
も
と
に
到
着
し
な
い
と
き
は
、
一い
よ
う
に
注
意
し
、
ま
た
保
険
の
五

が
送
付
さ
れ
て
い
る
人
、
ま
た
一

知
事
の
発
す
る

懇

話

番

を

一

室

考

同
郷
七
百
四
十
一
番
一

一

ず
る
者
、
ま
た
は
そ
れ
と
同
等
一
回
紅
建
設
尼
崎
出
票

日
給

奪
三
月
三
十

一
日
ま
で
有
効
で

京

険
衛
生
課
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
一給
付
な
ど
が
主
く
ゆ
く
よ
う
に
一
は
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
は
一

有
す
る
も
の
に
限
り
入
札
を
許
一

木
造
瓦
葺
二
階
家
賃
席
一

棟
一

共

募

へ

寄

付

一

以
上
の
能
力
を
も
つ

者

一

四
百
二
十
円

;一
一一
月
末
日

そ
れ
以
後
は
使
え
ま
せ
ん
の
で
、
一
ぃ。

一ど
協
力
く
だ
さ
い
。

一被
保
険
者
証
を
そ
の
問
日
存
し
一

可
す
る
。

一

建
一時
十
七
坪
一

合
八
勺
、
列
二一

市
内
駅
前
住
宅
相
田
英
夫
さ
ん
一
②
四
輪
車
自
動
車

(大
型
、
普
通

一ム
繊
維
関
係

(
県
外
)

四
月
一

日
付
で
昭
和
三
十
五
年
度
一

四
月
一
日
以
降
は
、
乙
の
新
し

一

昭
和
三
十
四
年
度
分
の
百
い
被
一
て
急
い
で
保
険
街
中
諌
へ
も
ど
し
一
ム
公
売
物
件

一

階
十
四
坪

一
合
九
勺

一

は
昨
年
十
二
月
二
土
ハ
日
宍
益

一

小
型
の
い
ず
れ
で
も
可
)
一一一輪

一紡
線
開
叩工
日
女
二
十
才
ま
で

分
の
新
し
い
、
被
保
険
者
証
と
切

一い
被
保
険

者

雲
使
用
し
て
く
だ
一保
険
者
証
は
な
る
べ
く
早
く
町
務

7
」く
だ
さ
い
。
そ
の
ま
ま
放
慢
さ
一

①
大
村
市
徳
泉
川
内
郷
一
ニ
ツ
石
八
一
武
部
郷
二
百
四
十
一
番
の
十
六
一
吉
さ
ん
の
忌
明
に
社
会
福
祉
事
業

一

車
の
運
転
免
許
を
も
っ
者

i

一
十
名

古
原
紡
繍

給
与
手
取

替
え
ま
す
。
と
の
新
し
い
被
保
険
一
さ
い。

(昭
和
三
十
四
年
度
分
は
一
連
絡
委
員
を
経
て
保
険
衛
生
説
へ
一れ
ま
す
と
保
険
税
が
か
か
り
、
い
一

百
一

審
回
二
十
八
歩

一

宅
地
一一一
十
六
坪
三
合
六
勺

一

の

一
環
と
し
て
、
共
同
募
金
に
五一
③
年
令
は
二
十
五
才
か
ら
四
十
五
一
凶
千
四
百
円
以
上

三
月
末
日

者
証
は
、
三
月
二
十
五
日
ご
ろ
、
一
無
効
と
な
り
ま
す
)

一返
え
し
て
く
だ
さ
い。

一ろ
い
ろ
と
面
倒
な
こ
と
に
な
り
ま
一

徳
泉
川
内
郷
三
ツ
石
八
百
審

一

⑦
電
話
加
入
権

大
村
局

八

百
一
千
円
を
寄
託
さ
れ
ま

し

た

。

一

才

ま
で

一そ
の
他
織
布
工
、
タ
イ
ル
工
の
求

町
務
連
絡
委
員
を
通
じ
て
送
達
し一

被
保
険
者
証
妻
領
し
た
ら
、
一

現
在
、
社
会
保
険
、
共
済
組
合
一す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い。

一

畑
四
畝
二
十

一
歩

一

七

十

六

審

(

税
務
課
二

(
福
祉
事
務
所
)
一
勤
務
条
件

Hω
身
分
は
県
正
規
職
一
人
が
多
数
あ
り
ま
す
。

ま
す
の
で
、
ど
受
領
く
だ
さ
い
。
一
同
時
に
送
付
し
て
お
り
ま
す
「
し
一目
隠
他
保
の
被
保
険
者
で
あ
る
に
一

(
保
険
術
生
細
川
)

一

日
引
いいじいHum
-一日
H
N
…一
日
出

…一一日
H
J
U
・ぃ山川
町山
一日出…
一日
山
川町
民
山
川辺
山
川
町山山
山口山川H灯
、いい山
川、円…一
日
日
目
出
訂
以h
m

(

大
村
公
共
職
業
安
定
所
)

も
し
、

相
当
期
間
た
っ
て
も
お

一お
り
」
を
よ
く
読
ん
で
誤
り
の
な
一も
か
か
わ
ら
ず
、
と
の
被
保
険
者

ツ

ツ

ジ

生

産

研

究

健
全
な
発
展
を
期
し
た
い
と

会

の

会

員

募

集

い
う
こ
と
で
、

ツ
ツ
ジ
生
産

最
近
市
内
に
は
ツ
ツ
ジ
栽
培
研
究
会
を
つ
く
る
準
備
を
進

者
が
増
加
し
て
き
ま
し
た
。
め
て
お
り
そ
の
会
員
を
募
集

同
好
者
間
で
は
こ
れ
の
栽
培

し
て
い
ま
す
。

技
術
の
研
究
な
ど
に

一
層
努
加
入
さ
れ
る
か
た
は
三
月
末

め
る
と
と
も
に

[3月下旬号〕(第241号〉りよア三政市村大(毎月1日，10日，20日発行)い
一
一

近
く
新
庁
舎
が
完
成

初
酬
一
一

警
察
署
月
末
に
移
転

向
月
三
一
一

v

3
第

一
九

本
町
に
あ
る
署
庁
舎
は
、
皆
様
方
の
と
協
力
に
よ

年

均
一

~

り

、
市
内
武
部
郷
宮
ノ
下
、
八
幡
神
社
債
に
鉄
筋
プ

お
俳
一
バ

ロ
ッ
ク
二
階
建
の
新
庁
舎
が
三
月
下
旬
完
成
し
ま
す

和
坪
一
八

の
で
、
移
転
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

昭
船
.
一

一
階
は
、
署
長
室
.
会
計
室
、
警
務
交
通
室
、
電

川

、

話
室
、
鑑
識
室
、
留
置
場
、
宿
直
室
、
小
使
室
、
な

ど
で
二
階
は
、
刑
事
課
長
室
、
控
査
室
、
防
犯
室
、

講
堂
、
敵前備
課
長
室
、
普
備
室
な
ど
と
な
っ
て
お
り

別
横
に
武
道
場
、
車
庫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

(大
村
警
察
署
)

(写
真
は
股
後
の
お
化
粧
を
急
い
で
い
る
署
庁
舎
)

、‘，J
〆
g
t

、、

、、，ー '. '''' ， ，-、~

戦
傷
病
者
の
方
へ

O 

こ
こ

を
と
じ
て
保
存
し

て
く
だ
さ

い

発 行所

長崎県大村市250器地

大 村市役所

IIJ刷所合同 印 刷

定 itUi一部五 円

移
住
者
募
集

公
売
お
知
ら
せ

初
日
・
田
畑
、
原
野
な
と

完
全
な
電
気
配
線
を

O 

久保・谷野両氏畜産共励会

九州大会の県代表に

江
迎
職
業
訓
練
所

の

指

導

員

募

集

業
所
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

一た
ち
を
驚
か
せ
ま
し
た
。

そ
の
後

(消
防
本
部
、
九
電
大
村
営
業
所
)
一乙
の
日
を
電
気
記
念
日
と
定
め
て

一記
念
す
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

お
日
電
気
記
念
日

一

-

一

市

内

で
は
当
日
の
記
念
日
に
宜

最
近
は
家
庭
生

一け
ま
す
が
、

ζ
ん
な
乙
と
が
漏
屯
一
三
月
二
十
五
日
は
三
十
三
回
目

一伝
カ
|、

三
輪
車
、
単
車
な
ど
に

活
を
よ
り
美
し
く
一
短
縮
一
(
シ
ョ
ー
ト
)
過
熱
と
な
り

一の
電
気
記
念
H
で
す

。

一

よ

る
街
頭
パ
レ
ー
ド
、
商
庖
照
明

よ
り
楽
し
い
も
の
一
「
火
事
」
に
な
る
大
き
な
原
因
に

一

い
ま
か
ら
八
十
二
年
前
の
明
治
一
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
、
翌
二

に
す
る
た
め
に
、

一な
り
ま
す
。

一十
一
年
三
月
二
十
五
日
は
じ
め
て
一
十
六
日
は
沼
気
関
係
者
の
祝
賀
親

家
庭
電
佑
が
す
ば

一

安
全
で
便
利
な
器
具
で
も
、
ぃ

一
東
京
都
京
度
木
挽
町
の
申
央
電

一善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
の
記

ら
し
い
速
度
で
進
一い
か
げ
ん
な
使
い
万
を
す
れ
ば、

一倍
局
に
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
前一

念
行
事
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

J

ん
で
い
ま
す。

一大
切
な
財
宝
や

寄

生
〈
う
結
果
一

で
電
灯
が
と
も
さ
れ
、
世

間

の

人

一

言

大

村
営
業
所
)

ま
た
器
具
は
各
業

一に
な
り
ま
す
。
便
利
な
器
具
を
安

者
が
競
争
し
て
新

一心
し
て
使
い
ま
た
火
災
を
予
防
す

甲

l
一ノ
/

し
い
も
の
を
出
し

一る
う
え
か
ら
も
つ
ぎ
の
乙
と
に
注

111
11
1
L〉
ミ

て
い
ま
す
が
、

家

志

し
て
く
だ
さ
い
o

u

之
/
1
J
v
-

J

警

護

し
て
完
全
な
受
入
れ
態

一
①
電
気
器
具
を
新
し
く
使
易

、

メ

L
ラ
勺

少

勢
が
整
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
一合
は
ぜ
ひ
筒
力
会
社
と
相
談
し
て

u

川
川
川
凶
玄

新
し
い
器
具
を
惇
つ
場
合
に
は
一
完
全
な
配
鯨
を
し
て
か
ら
使
い
ま

日

似

嗣

ル

ド

必
ず
配
線
を
完
全
な
も
の
に
し
て一

し
よ
う
。

れ

aKLブ
全

少

の

か
ら
使
う
よ
う
に
心
が
け
て
い
た

一

室

内
配
線
の
診
断
を
い
た
し

R
j
E也工
一
一

だ
き
た
い
も
の
で
す
。

一ま
し
ょ
う
。

三

-J
~ι
d
u~

一

川

叶

J
1
V
6
4

一ニ
ツ
叉
ソ
ケ
ッ
ト
や
テ
ー
ブ
ル
一

九
州
厄
力
で
は
電
気
を
安
全
に

!
l供
t
ゐ

タ
ッ
プ
を
や
た
ら
に
沼
灯
ソ
ケ
ッ
一便
利
に
管
つ
た
め

「適
正
配
額

一引
い
バ

却

ト
に
は
め
と

ん
だ

「タ
コ
足
配
一動
」
を
幌
地
し
て
い
ま
す
。
「
屋

一

二

/

タ

線
」
と
か
、
い
い
か
げ
ん
に
張
り
一内
配
線
の
診
断
」
を
ど
希
望
の
か

ま
わ
し
た
不
良
配
線
を
よ
く
見
受
一

た
は
九
抵
大
村
営
業
所
定
た
は
電

文

明

の

ム

ジ

ュ
ン

一
度
は
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

電気火災の防止に

戦
傷
病
者
等
の
日
本
国
有
鉄
道
無
賃
乗
車
券
の
引
換
申
請
は
三
月
三
十

一
日
ま
で
と
な
っ
て
ハ
ま
す
わ
で
、
夜
当
乃
か
と
・弓
急
い
で
手
院
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

(
福
松
事
務
所
)

「乙
れ
じ
ゃ
全
く
交
通
止
め
だ
」

竹
松
、
菅
一
瀬
地
区
が

共
同
募
金
で
表
彰

Ull気記念日25日、 コンセ ント のj白設を)

市
内
各
地
区
の
う
ち
昨
年
十
二

月
末
ま
で
に
共
同
募
金
の
目
標
額

を
突
破
し
て
よ
い
成
績
を
お
さ
め

た
、
竹
松
地
区
、
萱
瀬
地
区
は
去

る
三
月
二
日
佐
世
保
市
で
聞
か
れ

た
長
崎
県
社
会
保
蝕
福
祉
大
会
の

席
上
、
長
崎
県
共
同
募
金
会
長
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
も

(共
同
募
金
会
大
村
支
部
)

日
赤
募
金
・
目
標
額

突
破
で
表
彰
受
く

日
本
赤
十
字
社
長
崎
県
大
村
地

区
(
大
村
市
全
体
)
は
昭
和
三
十

四
倖
度
目
赤
募
金
が、

回
顧
額
四

十
四
万
九
千
三
百
十
五
円
に
対
し

四
十
七
万
五
百
五
十
九
円
の
一
O

四
・
七
%
と
い
う
よ
い
成
績
を
あ

げ
ま
し
た
の
で
、
二
月
二
十
九
日

日
赤
長
崎
県
支
部
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

乙
れ
は
市
民
皆
さ
ん
の
日
赤
に

対
す
る
と
理
解
ど
協
力
の
た
ま
も

の
で
、
今
後
の
と
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

(日
赤
長
崎
県
支
部
大
村
地
氏
)

爆

破

訓

練
大
村
川
隊
で
は
ど

月
二
十
川
日
か
ら
三
十

一
日
ま
で

大
多
武
慣
習
場
で
地
刊
の
爆
岐
訓

練
を
行
な
い
ま
す。

付
近
は
危
険

で
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い。

(庶
務
課
)

敬
老
院
に
寄
贈

(お
年

2
月
中
、
川以
弥
略
)

ム
鈴
旧
姉
人
会
七

O
O円
、
京

子一

・
五
キ
ロ
ム
竹
松
婦
人
会

チ
リ
紙
、
タ
オ
ル
三
十
二
名
分

菓
子
一
・
五
キ
ロ
ほ
か
都
師
ム
本

経
寺
寒
行
回

二
0
0
0円

忌
明
に
寄
附

市
内
栄
町
三
二
七
井
崎
喜
久
夫
さ

ん
は
亡
父
直
寿
さ
ん
の
忌
明
に
際

し
金
一
千
円
也
を
市
立
敬
老
院
に

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
(
敬
老
院
)

桑
園
品
評
会

中
山
さ
ん
ら
入
賞

大
村
市
蚕
業
背
壮
年
研
究
会
で

は
二
月
七
日
桑
園
品
許
会
を
実
施

し、

三
月
六
日
午
後
四
時
か
ら
市

内
竹
松
中
山
氏
宅
で
賞
品
質
状
授

与
式
を
行
な
い
ま
し
た
。
式
は
山内

蚕
業
指
導
所
長
の
審
査
成
績
の
報

告
が
あ
っ
て
、
優
秀
な
成
績
を
修

め
た
つ
ぎ
の
か
た
に
臼
状
と
日
μ聞

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

(
敬
称
略
)

ム
長
崎
県
農
地
農
林
部
長
討

中

山
丑
美

ム
大
村
市
長
訂
馬
場
等

ム
県
連
合
会
長
日

高
木
国一

(農
林
課
)

(
二
月
中
)

ム

2
日
現
金
千

円
(五
百
円
札
二
枚
ム
7
日
現
金

千
円
(
千
円
札

一
枚
)
ム
日
目
腕

時
計
一

コ
(
女
物
丸
型
)
ム
四
日

腕
時
計

一
コ

(銀
ふ
ち
凶
角
型
)

ム
均
日
現
金
千
円
(千
円
札
一)

ム
お
日
腕
時
計一

コ
(
変
型
十
型
)

以
上
い
ず
れ
も
現
金
は
県
支
金

庫
、
品
物
は
大
村
普
察
署
に
保
管

し
て
あ
り
ま
す
。一大
村
瞥
察
署
)



申
し
込
み
は
三
月
二
十
八
日
ま
で
柴
間
町
高
松
神
社
久
間
松
民
へ

、
競
技
は
団
体

(凶
人

一
組
)
個
人
と
な
っ
て
い
ま
す
1

(二)(第241号)

昨
年
十
月
読
売
新
聞
社
主
催
の

全
国
中
、
小
学
校
縦
方
コ
ン
ク
ー

ル
に
市
立
中
央
小
学
校
六
年
生
女

子
天
本
保
さ
ん
の

「友
情
を
つ
な

ぐ
学
級
」
が
入
選
し
ま
し
た
が
、

乙
の
作
文
が
‘
映
固
化
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

乙
の
作
文
の
映
画
化
じ
つ
い
て

は
脚
本
作
家
の
八
木
保
太
郎
氏
が

天
本
さ
ん
の
作
文
を
見
て
、
子
供

た
ち
の
美
し
い
心
に
感
激
し
、
日

本
の
人
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
外
国

の
人
た
ち
へ
、
日
本
の
子
ど
も
の

心
と
姿
を
紹
介
し
た
い
と
い
う
こ

と
で
脚
本
を
書
か
れ
、
映
画
化
す

る
乙
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す。

と
の
綴
万
は
た
ま
た
ま
中
央

小
学
校
六
年
三
組
が
学
校
岨
ラ

ジ
オ
放
送
の
さ
い、

ス
イ
ス
で

行
な
わ
れ
て
い
る
赤
十
字
社
の

あ
っ
せ
ん
に
よ
る
北
朝
鮮
へ
の

りよだ政市村大(毎月1日，10日，20日発行)昭和 35年 3月20日
(昭和33年4月22日第三極邸便物認可)

稚
児
を
募
集

(
弓
道
協
会
)

折
り
込
ま
れ
ま
す
。
一
る
よ
う
に
、
で
き
る
だ
け
協
力
し

と
の
映
両
が
立
派
に
で
き
あ
が
一
た
い
も
の
で
す
。

(市
教
委
)

以
人
と
な
か
よ
く
し
て
き
た
土
地

柄
台
育
て
ら
れ
た
。
と
い
う
乙
と

が
映
固
化
さ
れ
た
刷
機
と
な
っ
た

一

と
い
え
る
わ
け
で
国
も
国
叩
の
子
一

ど
も
た
ち
が
、
み
ん
な
乙
ん
な
気
一

村
で
い
る
と
い
っ
た
意
味
か
ら
、
一

帰
国
の
話
を
聞
い
た
こ
と
か
ら
一

だ
け
で

も

な

か

よ

く

し

て

あ

げ

一

一

一

一
「
日
本
の
子
供
た
ち
」
と
つ
け
ら
一

学
級
の
話
題
と
な
り
、
話
し
合

一

ょ
う
」
と
い
う
乙
と
に
さ
ま
り

一

一

一

一

れ
て
い
ま
す
。

一

い
ま
し
た
が
、
そ
の
な
か
で

一

ク
ラ
ス
全
員
が
本
や
図
画
、
手
一

，

一
大
村
市
は
州
揃
栽
培
の
適
地
と
一
を
行
な
う
と
と
を
決
め
ま
し
た
。

「大
村
牧
容
所
に
収
容
さ
れ
て

一

紙
、
花
な
ど
を
持
ち
寄
っ
て
枚

一

三

月

下

旬

か

ら

撮

影

一
し
て
の
よ
い
条
件
に
め
ぐ
ま
れ
て
一
な
お
、
市
で
払
橘
集
団
産
地

い
る
、
綿
国
の
子
ど
も
た
ち
を
一

容
所
内
の
時
岨
の
子
ど
も
た
ち
一
映
画
は
新
世
紀
以
副
社
で
つ
く
一
お
り
、
近
年
栽
培
者
も
増
え
、
現
一の
指
定
を
受
け
る
よ
う
県
へ
申
請

慰
め
て
は
」
と
い
う
意
見
や
一

を
慰
問
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
-
ら
れ
、

臨
督
は
背
山
通
春
氏
(
お
一
在
市
内
で
は
百
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
一
中
で
あ
り
ま
す
。

「長
崎
の
漁
船
が
勝
国
に
捕
え
一
お
互
い
が
な
か
よ
く
な
る
と
い
一
姉
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
で
、
と
い
う
一
が
栽
出
さ
れ
て
い
ま
す

。

一

間

究

同

志

会

の

役

員
は
つ
ぎ
の

ら
れ
て
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
一
う
話
を
綴
っ
た
も
の
で
す
。
一
映
一
刷
で
グ
ラ
ン
プ
リ
貨
を
受
賞
、
一

将
来
、
川
橘
は
践
業
経
営
の
な
一と
お
り
で
す
。

(敬
称
略
)

か
ら
本
な
と
や
ら
な
い
で
も
よ
一

一カ
メ
ラ
マ
ン
は
前
田
実
氏
(
人
間
一
か
に
大
き
な
役
割
を
占
め
、
経
営
一ム
会
長
H
山
本
米
作

(
お
削
)

ぃ、

買
い
え
な
い
か
ら
自
分
が
一

映

画

化

の

動

機

一
の
墜
を
顕
影
、
諌
平
市
出
身
)
で
一
安
定
を
は
か
る
う
え
に
重
要
視
さ
一
ム
副
会
長
H
福
田
文

雄

三

浦
)

読
み
た
い
」
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
一

乙
の
映
画
は
、
た
だ
叩
央
小
学一
俳
抵
の
ほ
と
ん
ど
は
子
役
で
す
。
一
れ
て
お
り
ま
す
。
大
村
市
を
州
楠
一

尾
崎
竹

一
(大
村
)

と
と
が
話
さ
れ
た
結
果
、
お
と
一校
の
六
年
三
組
や
大
村
だ
け
を
見

一人
員
は
約
三
十
人
ぐ
ら
い
で
三
月
一
の
省
産
地
に
す
る
た
め
に
は
栽
培

一ム
理
事

(
地
区
支
部
長
)
福
田
交

う
さ
ん
や
、
お
か
あ
さ
ん
な
ど
一せ
る
の
で
は
な
く
、
い
ま
の
日
本
一
二
十
五
日
か
ら
凶
月
上
旬
と
ろ
ま
一
面
積
を
ひ
ろ
げ
、
優
秀
品
を
生
産
一

雄

(三
浦
高
以
良
恒
義
(
鈴

の
意
見
な
ど
も
聞
き
、
凶
回
目
一
の
子
ど
も
た
ち
は
、
伸
び
伸
び
と
一
で
撮
彫
し
ま
す
。
そ
し
て
五
月
十
一
ず
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
乙
で
一
回
J

池
間
英
雄
(
開
拓
)
尾
崎

の
学
級
会
で
、

「わ
た
レ
た
ち
一
し
た
、

ず
な
お
な
、
美
し
い
心
を
一
五
日
に
は
長
崎
国
際
文
化
会
詞
で
士
一
月
二
十
八
日
県
立
闘
芸
高
校
で
一
竹

一(↑へ
村
)
渡
辺
深

(西
大

が
、
な
か
よ
く
し
て
や
れ
ば
純
一
も
っ
て
い
る
。
そ
の
英
レ
い
心
の
一弘
写
会
の
予
定
で
す
3

一
凶
係
者
約
訂
三
十
人
が
集
ま
っ
て
一
村
)
出
向
勝
由
(
竹
松
)一

蹴

国
の
人
た
ち
も
日
本
の
子
ど
も
一あ
ら
わ
れ
が
蚊
容
所
の
純
国
人
を
一
服
彫
の
予
定
地
は
、
大
村
風
鼠
一
大
村
市
川
楠
州
究
同
志
会
を
つ
く
一
武
説

(福
重
)
前
川
準
一
(
松

た
ち
の
気
持
が
わ
か
っ

て
も
ら
一
慰
問
し
た
行
為
と
な
っ
た
。
し
か
一

中
央
小
学
校
、
同
六
年
生
三
組
の
一
り
、
今
後
五
カ
年
計
耐
で
五
百
へ
一
原
)
山
本
米
作
(
管
制
」

え
る
。
た
と
え
わ
か
っ
て
も
ら
一
も
乙
の
人
類
愛
が
、
大
村
と
い
う
一
教
室
、
大
村
公
園
、
本
経
寺
付
近
一
ク
タ
l
ル
の
集
団
裁
措
を
行
な
う
一
ム
監
事
日
高
綱
富
雄
(
鈴
田
)
巾
一

え
な
く
て
も
、
さ
び
し
い
、
気
一

美
し
い
風
土
か
ら
生
ま
れ
た
。
長
一
数
軒
の心部
、
収
笹
山
と
そ
の
胤
凶
一
乙
と
を
目
様
に
技
術
の
研
究
、
共
一
尾
三
郎

(回
大
村
)
生
垣
u

司
作

一

の
毒
な
人
た
ち
だ
か
ら
、
い
ま
一崎
県
と
い
う
苛
か
ら
叩
凶
人
や
西
一
の
凪
最
と
長
州
市

ω風
臥
な
と
が

一向
選
果
場
の
目
早
川
刷
濯
設
促
進
な
と
一

一福

島

)

一

一
な
お
、

ζ
の
会
に
川
入
ご
希
望
の

一

一万
は
出
区
支
部
へ
申
し
込
ん
で
く

一

だ
さ
い
。

(船
一
気
)

一

か
ん
き
つ
の
名
産
地
に

研

究

同

志

会

火
の
用
心

が

発

足

山
梨
会
と
映
画
会
が
聞
か
れ
ま
す
。

(市
民
課
)
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川

三
月
は
卒
業
、
進
学
、

受
験

門

出

の

才

一
歩

を

誤

少
年
た
ち
の
家
出
は
、
結
局

は

け
に
押
し
か
け
た
り
、
他
り
の
と
も
聞
い
て
、

少
年
の
能
力
仁

川

川

の
失
敗
、
就
職
な
ど
、
少
年
に

ま

ら

せ

な

い

よ

う

に

こ
う
し
た
自
殺
や
犯
罪
あ
る
い
生
徒
と
集
問
巡
行
を
筒
じ
た
り
応
じ
た
学
校
を
選
ぶ
よ
う
に
し

川

酬

と
っ
て
は
よ
ろ
と
ひ
や
悲
し
み
親
と
子
の
考
え
の
違
い
や
受
験
は
不
良
化
へ
と
転
落
し
て
い
く
す
る
例
も
あ
り
ま
す
の
で
、
じ

た

い

も

の

で

す

。

川

川

の
多
い
月
で
す
。
と
の
よ
う
な
の
失
敗
、
就
職
の
あ
せ
り
が
家
低
険
性
が
多
分
に
あ
り
ま
す
。
ゅ
う
ぶ
ん
同
誌
レ
て
放
任
し
な

進

学

校

に

親

し

み

を

川

州

事
ひ
や
起
し
み
が
、
時
と
し
て
山
市
自
殺
の
原
因
に
な
っ
て
い
世
の
親
た
ち
は
少
年
た
ち
の
気
い
よ
う
に
す
る
と
と
で
す
。
い
ず
れ
の
学
校
に
せ
よ
、
口
一
川

川

思
わ
ぬ
方
向
に
ま
で
発
展
す
る
る
場
合
が
非
常
に
多
い
よ
う
で
持
を
よ
く
つ
か
ん
で
、
大

切

な

子

供

を

不

幸

に

入

学

し

た

ら

そ

の
学
校
に
親
し

川

川

も

の

で

す

。

す

。

第

一

歩

を

ふ

み

娯

ま

ら

せ

な

い

す

る

親

の

見

栄
み
を
も
つ
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
州

州

た
と
え
ば
卒
業
や
進
学
の
祝

S
少
年

(十
九
才
)
は
昨
年
大
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
剃
の
見
栄
や
山
山
躍
だ
け
で
な
り
ま
せ
ん
ω

学
校
名
を
と
ら

川

酬

い
削
が
暴
行
、
白
害
事
件
と
な

川

え
て
評
価
し
た
り

郎
下
し
た
川

削

っ
た
り
、
受
験
の
失
敗
や
就
職

-

川

2
』マ

‘

、

?

いM
)

り
し
て
は
ま
り
ま
せ
ん
。

川

川

の
あ
せ
り
が
、
家
出
や
自
殺
の

春

休

み

に

気

を

つ

け

た

い

こ

と

な

か

に

;

前

の

学

校

は

川

川

原

因

と

な

っ

て

い

る

の

で

す

。

ミ

ノ

ノ

イ

ノ

、

日
以
の
悪
い
生
徒
が
多
く
ク
ズ
ば

州

川

そ
の
ほ
か
、
学
年
末
の
休
み

卒

業

、

就

職

な

ど

人

生

の

転

換

期

か
り
だ
、
不
良
妻
い
」
な
と

川

川

や
卒
業
に
よ
る
環
境
の
変
化
と

一

・
:

と
何
か
の
腹
立
ち
ま
ぎ
れ
で
話

州

川

解
放
感
が
少
年
を
非
行
の
道
へ

い
ち
ら
す
親
が
あ
り
ま
す
が
、
川

川

近
つ
け
た
り
し
て
い
る
よ
う
で
学
の
入
学
試
験
に
失
敗
し
両
親
の
で
す
。
子
供
の
能
力
に
あ
わ
な
い
学
校
そ
れ
で
は
子
ど
も
は
学
校
に
行

川

と
口
論
し
て
家
出
し
ま
し
た
が

祝

い

酒

も

少

年

は

に
入
れ
た
た
め
、
折
内
入
学
し

く
気
に
も
な
れ
ず
、

情
凶
不
良

川

川

妻
小
で
は
三
月
二
十
日
か
ら

結
局
住
き
る
望
み
を
失
な
い

、

だ

め

で
も
ク
ラ
ス
の
最
下
位
の
成
績
化
し
て
し
も
う
結
果
山
な
り
ま

山

川

二
十
日
間
、

少
年
の
不
良
化

防

四
海
儲
か
ら
投
身
自
殺
し
よ
う

例
年
三
月
に
は
卒
業
祝
や
、
に
な
り
、
そ
の
た
め
、
子

供

が

一

。

ー

(
大
村
瞥
察
署
)

川

川

止
運
動
を
行
な
う
乙
と
に
し
て
と
し
て、

橋
の
中
央
付
近
を
さ
進
学
四
い、

送
別
会
な
ど
の
名
劣
等
感
を
い
だ
き
、
怠
学
し
が

川
い
ま
す
が
、
と
く
に
つ
ぎ
の
点
ま
よ
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
、
警
目
で
騒
ぎ
ま
わ
り
、
な
か
に
は
ち
に
な
っ
た
と
い
う
事
例
も
あ

州

川

に
つ
い
て

一
般
家
庭
の
注
意
在
戒
中
の
笹
察
官
に
保
護
さ
れ
て

肢

を
過
し
て
在
学
中
お
世
話
に
り
ま
す
。

川

お
願
い
し
ま
す
。

い

ま
す

。

な

っ
た
先
生
に
イ
ン
ネ
ン
を
つ
よ
く
学
校
の
先
住
の
意
見
な

よ

h
j
:
【
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f
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i
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し
か
し
、

袖
付
ニ
よ
ニ
日
後
に
断
棋
を
お
と
な
い
ま
す
。

の
で
、
二
七
0
セ
ン
チ
幅
ぐ
ら
中

一

一
由

民

事

ブ

ιー~
か
ら
気
温
が
急
に
さ
が
る
と
と
も
っ
と
も
集
約
に
し
て
い
る
人
い
の
大
型
の
ト
ン
ネ
ル
が
要
求

ん

:
Il
i
-
-
(
(
(

も
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
活
は
、
一一
回
目
の
移
植
の
時
に
一

さ
れ
ま
す
。

ν

一

ト

マ

ト

の

ト

者
が
遅
れ
、
活
着
し
て
も
恨
の
五
セ
ン
チ
の
ピ

-Tル
鉢

、

ま

大

型
に
な
る
ほ
ど
保
温
も
楽

一

一

ン

ネ

ル

栽

培

伸
一長
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
な
く
、
た
は
、
わ
ら
鉢
に
移
植
し
ま
す
に
な
る
し
枝
葉
を
混
雑
さ
せ
る

一

一
ト
マ
ト
の
ト
ン
ネ
ル
栽
培
も
相
一
方
で
は
開
花
結
実
が
進
ん
で
が
労
力
さ
え
あ
れ
ば
乙
れ
が
一
た
め
に
起
り
易
い
誕
カ
ピ
や
疫

小

川
当
普
及
し
て
き
ま
し
た
が
、
ま

き
ま
す
の
で
、
養
分
は
果
実
の
番
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。
し
病
に
対
抗
し
易
く
な
り
ま
す
。
山

~
だ
失
敗
し
た
例
も
多
く
、
な
か
万
に
ド
ン
ド
ン
取
ら
れ
、

主
枝
か
し
一

0
セ
ン
チ
ま
た
は

一
二
夜
は
ビ
ニ
ー
ル
の
上
に
コ
モ
を
…

小
に
は
ピ
一
丁
ル
代
金
を
払
い
き
の
発
育
が
極
め
て
恕
く
な
っ
て
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
鉢
育
市
で
は

か

け
ま
す
。
者
下
一

・
五
度
以
一

ι

ら
な
い
人
も
見
う
け
ま
す
。
資
し
ま
い
ま
す
。
活
者
が
極
端
に
か
え
っ
て
苗
が
脱
化
し
て
し
ま
下
に
く
だ
ら
な
い
と
凍
害
に
は

巾

庁
本
も
多
く
い
り
ま
す
か
ら
じ
ゅ
山
部
い
場
合
は
ど
ん
な
に
ト
マ
ト

ぃ
、
そ
の
警
が
大
き
い
も
の
で
か
か
り
ま
せ
ん
が
、
ト
ン
ネ
ル
一

】
う

ぶ

ん

検

討

し

て

か

ら

行

な

っ

内

は

最

低

五

度

ぐ

ら

い
に
は
保
h

一

て
く
だ
さ
い
。

勝

負

は

一

番

果

で

つ
よ
う
に
し
ま
す
。
そ
の
た
め

一

九

高
値

ω
一
番
巣
だ
け
で
勝
負

に
は
コ
モ
掛
け
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん

叫

』
を
つ
け
る
気
持
で
な
け
れ
ば
い

夜

は

必

ず

コ

モ

を

か

け

る

の
生
息
が
必
要
で
す
。

一

七
け
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
余

一
審
果、

二
番
果
の
発
育
を

ι

叫
り
ゆ
っ
く
り
し
て
、

大
苗
を
作

・
ト
l
ン
を
か
け
て
も
者
果
し

ず
。
ト
ン
ネ
ル
栽
培
の
面
積
が
よ
く
す
る
た
め
に
コ
モ
を
忘
れ
内

【

る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

な
い
と
と
も
あ
り
ま
す
。
培
加
す
る
に
つ
れ
て
、
早
く
植
て
は
な
り
ま
せ
ん
ω

鉛
年
梨
カ
叫

U

七
十
五
日
ぐ
ら
い
の
大
苗
を
作
定
植
を
単
め
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
付
け
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ピ
病
に
よ
っ
て
相
当
の
被
害
を

中

一
る
の
が
よ
い
の
で
す
が
、
乙
の
乙
の
心
配
は
多
く
な
り
ま
す
。
早
熟
棋
院
国
よ
り
二
十
よ
一
十
五
山
し
ま
す
の
で
下
一
芳
義
が
え

一

ん
場
合
花
芽
も
す
で
に
進
ん
で
い
し
た
が
っ
て
株
聞
を
じ
ゅ
う
ぶ
日
早
く
定
植
す
る
の
が
も
っ
と
し
て
か
す
か
な
臼
訓
点
が
出
は

ν

U

ま
す
の
で
、
定
植
時
の
活
者
の
ん
と
っ
て
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

も

一
般
的
で
す
が
来
年
ぐ
ら
い

じ
め
る
時
を
見
付
け
、
一

一味

一
恥

九
告

が

同

組

に

な

り

手

。

苗

を

作
を
と
は
い
う
ま
で
も
か
ら
は
も
う
十
日
ぐ
ら
い
早
く
株
調
薬
し
、
被
害
部
分
だ
け
三

一
ま
だ
地
問
が
低
い
と
き
で
す
か
な
い
の
で
す
が
苗
取
り
の
時
に
し
よ
ァ
っ
と
す
る
人
は
、
ピ
ニ
ー

ぎ
り
取
っ
て
焼
却
し
て
、
そ
の
十

吋
ら
、

二
日
ぐ
ら
い
前
か
ら
ピ
ニ
栂
を
痛
め
な
い
た
め
二
回
日
の
ル
も
い
ま
ま
で
は
一
三
五
セ
ン
後
ニ
リ
ツ
ト
水
和
剤
を
用
い
れ
山

山
!
ル
を
掛
っ
て
地
温
を
高
め
、

移
植
に
は
山
内
土
の
深
さ
を
必
ず
チ
ま
た
は
一
八
0
セ
ン
チ
で
、

ば
二
回
ぐ
ら
い
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん

…

九
し
か
も
脳
天
紙
風
の
日
に
植
え
一
五
セ
ン
チ
以
上
に
し
て
く
だ
す
ん
で
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す

。

一

~

る
の
が
防
法
で
す
。
さ
い
。
そ
の
う
え
定
捕
十
日
前
は
窮
一
聞
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
(
県
民
業
改
良
普
及
所
)
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優秀な種豚を導入

二
月
下
旬
か
ら
一二
月

て

米

に

つ

つ

じ

は

、
天
候
瓜
止
の

上
旬
に
か
げ
て
、
極
豚

-

謹

F

つ
一
仰
制
で
少
々
な
つ
き
に
く
い

し
一闘
が
、
神
奈
川
県
か
一
本
紙
三
月

一
日
庁
で
お
知
ら

t
一
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
州
側
に
は

ら
導
入
さ
れ
、
市
内
の
一
し
ま
し
た
よ
う
に
郎
副
市
の
緑
化
一
大
村
へ
そ
よ
ぐ
南
風
が
あ
り
、
日

一に
大
村
市
か
ら
。
つ
つ
じ
。
苗
木
一

-

設
」訴

に

引

き

取

ら

れ

ま

一

一

本

民

族

と

し

て

の

同
胞
が
住
ん
で

ノ
;

。

一

百

五

十

本

を

二
月
二
十
二
日
脳
J
一

し

丸

一

l
一
お
り
ま
す
。

乙
の
櫨
豚
は
日
本
種
一
ま
し
た
と
と
ろ
、
乙
の
ほ
ど
郎
副
一
皆
様
の
蓄
を
乙
め
た
つ
つ
じ

豚
登
録
協
会
の
高
等
登
一
市
長
兼
次
位

一
氏
か
ら
大
村
市
長
一
美
利
と
加
制
の
か
け
は
し
と
し

一
あ
て
つ
ぎ
の
お
礼
状
が
送
っ

て
き
一
;

録

を

持

っ

て

い

る

子

豚

一

一

て

、

更

に

州

制

と

祖

国

を

結

ぶ

蛤

で
、
大
村
市
の
畜
産
を
一
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
一
と
し
て
大
事
に
育
み
、
や
が
て
市

改
良
す
る
た
め
の
、
大
一
大
村
と
那

覇

の

一

民

の

訟
の
場
所
へ
紅
い
花
を
笠
」

村
市
畜
産
改
良
資
金
貸
一

h
ゴ

ま

し

こ

一

諮
ら
せ
、
働
く
人
々
の
捜
れ
を
悩

付
条
例
に
よ
っ
て
導
入
一

.
J
I
l
l

一し
、

2
9ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る

さ
れ
た
も
の
で
す
。
一
(
前
略
)
当
市
緑
化
用
と
し
て
一
も
の
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
昨
年
ト

一
月
一
貫
職
並
び
に
大
村
巾
民
の
温
い
お
一
現
在

1
人
為
的
な
特
殊
事
情
下

に
は
乳
牛
十
五
顕
が
場
一
心
同
じ
で
贈
ら
れ
ま
し
た
h
q

つ
つ
一

一

一

に

あ

る

州
制
は
今
後
も
い
ろ
い
ろ

入
さ
れ
ま
し
た
ω

一じ
。
百
五
十
本
は
二
月
二
十
五
日一

一

j
一
お
世
話
に
な
る
と
と
が
多
い
と
出

(
農
林
一
課
)
一
泊
砧
(
郎
刷
)
入
唱
の
美
島
丸
舟一

一

L

E

'

一
し
ま
す
カ
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
蹴

(
写
真
は
新
し
い
削
い
一

長
託
送
で
有
粥
く
恥
受
け
致
し
ま
一
い
印
し
上
げ
ま
す
。
(
稔
川
)

主
に
か
わ
い
が
ら
れ
る

一し
た
。

-

子
豚
)

平

和

な

街

大

村

か

ら

海

を

越

え

那

覇

か

、り

お

礼

状

(農
林
説
)

大
村
神
社
で
は
四
月
八
日
の
春
季
大
祭
に
、
大
村
桜
祭
の
行
事
と
し
て
神
興
の
政
仰
を
行
な
い
ま
す
が
、
そ
の
稚
児
の
参
列
を
希
望
す
る
か
た
は
三
月
三
十
日
ま
で
に
大
村
神
社
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い。


